
 

 

 

自己分析～メタ認知からの評価～ 

校長 井上 隆 

本校では、６月中旬に清瀬市の教育委員会学校訪問が行われました。教育長を始め教育委員、学

校支援本部、その他の方々が来校し、２時間の授業観察、給食の会食後、学校課題に対する意見交

換が行いました。事前に本校の学力、不登校、その他について詳細に課題分析し提示する機会をい

ただき、校長として着任して改めて具体的な課題を発見することができました。 

４月当初に、学校評価、学力調査、授業観察等の様々ものから分析し、学校経営計画を作成し、

生徒、保護者、学校職員に、ミッション、お願い、課題等について示してきました。 

特に学力向上に向けた「授業改善」「家庭学習の定着」についてどのような戦略で課題解決して

いくか校長としての力量が問われることとなります。今回の教育委員会学校訪問で自己分析し新た

な課題が発見されましたが、今一度原点に返り、授業とは？という視点に戻ることとしました。 

教職員と生徒の相互の自己評価、自己分析し現状把握に行い、互いの改善点を見直していくこと

が大切です。まずは、「授業規律の確立」いう原点に返り、「始めと終わりのあいさつ」、「チャイム

授業」「授業道具の準備」「授業を聞く姿勢」「発表の仕方」「ノート指導」など教師同士が同一の姿

勢で臨むことが求められます。言うまでもないですが、よい授業とは、子どもが「わかった！」「で

きた！」という達成感を得られる授業と言えます。「教える授業」から「考えさせる授業」の転換

が、子供が、主体的に能動的に授業に臨むことにつながります。そのためにも、授業者（教師）は

「指導のねらいがはっきりしていること」「学習課題が子どものものになっていること」「学習内容

や活動の見通しをもたせること」「子どもへの支援が適切であること」「子どもの学ぶ意欲を高めて

いること」「学習評価が適切であること」などを意識し授業を構成していかねばなりません。そし

て、具体的な手立てとしては、「学習評価をどのようにするのか」「発問をどう構成するのか」「話

合いをどう効果的に進めるのか」「子どもの発言をどう取り上げるのか」「机間指導をどのようにす

るのか」 「板書をどう組み立てるのか」 「ノート・ワークシートの活用をどのようにするのか」 

「どの場面で小集団学習を生かすのか」「学習環境をどのように整えるのか」「ＩＣＴをどの場面で

どのように活用するのか」などが考えられます。それを教師自身が自己評価（メタ認知）し課題解

決に向けて取り組めるようにしなければなりません。今後、校内研修等で機会を設け、より良い授

業づくりのために改善策を検討してまいります。 
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ホームページもご覧ください 

２年生の職場体験をはじめとする学校行

事、授業の様子や生徒の活動、給食の献立や 

教育関連の情報など日々更新 

しております。 

ＱＲコードからアクセスして 

ぜひご覧ください。 

北校舎トイレ改修事業について 

１.２階トイレはすでに封鎖され、工事が始ま

っています。３階については、終業式が終わり

次第、着手いたします。夏季休業中の面談時や

補習時にも、工事に伴う騒音が響くことがあり

ます。ご迷惑おかけしますが、ご了承ください。 

また、トイレの使用は２学期当初から可能に

なりますが、片付け作業は９月中旬までかかり

ます。その期間は、裏門から体育館方面は通り

抜けできませんので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

表  彰  おめでとうございます 

○卓球部（男子団体） 第１１ブロック夏季卓球大会 準優勝 

〇女子バレーボール部 第１１ブロック中学校バレーボール選手権大会 第三位 

 ⇒両チームともに、東京都大会出場が決まりました。さらなる活躍を期待します！  

〇女子バドミントン部 第１１ブロックバドミントン選手権大会 第５位 雨宮 早希さん 

       清瀬市春季バドミントン大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ）優勝 廣瀬心彩子さん＆家田 凪沙さん 

第３位 松井  美遥さん＆守屋 青さん 

〇水泳 第６２回東京都中学校総合体育大会 女子 100M 背泳ぎ 1 分 06 秒 62 

                       第８位 福島 可絵さん 

 ⇒この結果、福島さんは関東大会出場が決まりました。ご健闘をお祈りします！ 

 

 

 「防災の日」に向けて 

 先日の避難訓練は、「地震ののち、火事が給食室で発生した」との想定で行われました。ちょう

ど 100 年前の関東大震災では、まさに同じ状況で被害が拡大し、多くの焼死者を出しました。  

 ２学期始業式の避難訓練は、地区班別で下校します。首都直下型地震も近い将来、高い確率で起きると

言われています。もし大地震が起きたら、保護者の方や兄姉は、公共交通機関が麻痺し、自宅に帰宅する

ことが難しくなると思われます。ではその時、この地域を守るのは誰なのでしょうか。まぎれもなく、中

学生です。防災の三助＜自助(自分と家族を守る)・共助(地域の人と助け合って守る)・公助(行政支援)＞と

言われる中でも、大規模災害時には、『自助』『共助』による対策がとても有効になります。特に周囲と

の、さまざまな助け合いが大きな力になります。そのような中で、お年寄りや、年下のきょうだいの安心・

安全を確保するのに中心的な役割を担うことになるのです。 

 本校で月に１度行われる訓練では、ぜひそのような自覚をもって臨んでほしいと指導しています。また 

この夏季休業中に、ご家族揃って、改めて有事についての確認事項を話し合われてはいかがでしょうか。 

７月の予定  

3 日(月) ①2.3 年国語科期末考査、安全指導  

4 日(火) ３年復習確認テスト 

5 日(水) ２年職場体験 ～7 日(金) 

10 日(月)  全校朝礼、Ⅱ期時間割始 

11 日(火)  避難訓練 

14 日(金)  専門委員会・中央委員会 

15 日(土) 午前：授業公開(月曜授業) 

      ③3 年修学旅行説明会 

18 日(火) 生徒会朝礼 

19 日(水) 生徒会役員選挙 

20 日(木) ⑤⑥カット、大掃除 45 分時程 

21 日(金) 終業式 学年時間割 

24 日(月) 夏季休業日始、三者面談～31 日(月) 

８月の予定  

14 日(月)～16 日(水) 閉庁日 

31 日(木) 午後：３年修学旅行事前検診 


